
　市川さんは「学校に来る子どもたちやお客さま

が、玄関にある花を見てほっとして欲しいという

思いで続けてきた。あっという間の 40 年だった気

がします。これまで本当にありがとうございまし

た」と全校児童へ向け、お礼の言葉を述べました。

　今後は、菊地美和子さん、菊地富子さん、小西

道子さんら 3 人が市川さんの意思を引継いで花を

生け、国見小学校の玄関に彩りを添えます。

　約 40 年にわたり、国見小学校の正面玄関に飾る

花を生けてきた市川公子さんが、昨年の 12 月 28

日を最後に引退されました。

　国見小学校の環境美化のために多大な貢献をさ

れた市川さんへ、これまでの労をねぎらうととも

に、全校児童からの感謝の意を伝えるため、2 月

16 日に国見小学校体育館で市川公子さんへの感謝

状贈呈式が開催されました。

　式では、感謝状が佐藤政俊国見小学校長から市

川さんへ手渡されると、紺野愛莉さん（小 6）が「つ

らい時も悲しい時も玄関に飾られたお花を見て、

友達と一緒に温かい気持ちで過ごすことができま

した」と感謝の言葉を述べました。その後、記念

品と花束が中條維知さん（小 6）と鈴木智子さん（事

務補助）から贈呈されました。

市川公子さんへ感謝の会

長年の心づかいに感謝――

▲記念撮影で笑顔をみせる市川公子さん

▲市川公子さんの最後の作品（12 月 28 日撮影）
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通
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内
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内
谷
に
、
春
日
神
社
と
い
う
神
様
が
あ
り
ま
す
。
昔
か
ら

太
々
神
楽
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お
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く
の
人
た
ち
が
集
ま
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て
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と
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わ
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ま
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。
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る
の
を
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つ

け
ま
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遠
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て
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も
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し
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ら

く
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て
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大
丈
夫
だ
な
と
思
っ
て
近
く
ま
で
行
っ
て
み
る
と
、

今
度
は
火
の
玉
に
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
鬼
夜
叉
の
よ
う
な
顔

に
な
っ
て
、
「
こ
こ
を
通
る
や
つ
は
、
み
ん
な
喰
い
殺
し
て
し

ま
う
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ま
し
た
。

　
恐
ろ
し
く
て
、
そ
こ
を
通
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
皆
で
お
寺
に
助
け
を
求
め
に
行
っ
て
、
和
尚

さ
ん
に
拝
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
や
っ
と
通
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
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　惜しくも特選は逃したが、審査員の評価は高

かった。関係者の皆さんへ丁寧に取材をしたこと

が読み取れた。認知症は他人事ではないという

メッセージを、町民へしっかりと届けることがで

きたのではないだろうか。認知症という重いテー

マの特集だったが、笑顔の写真が効果的に使われ

ていて、読み終えた後も暗い気持ちにならなかっ

た。当事者のコメントや手書きの文字など、読者

の感情は大きく揺さぶられたと思う。

審査員の講評　

　
第
69
回
県
市
町
村
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
広
報
紙
（
町
村
部
）
部

門
に
お
い
て
、
県
内
二
位
と
な

る
入
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
令
和
5
年
に

発
行
さ
れ
た
広
報
媒
体
（
応
募

総
数
85
点
35
市
町
村
）
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
広
報
く

に
み
は
、
昨
年
と
一
昨
年
に
2

年
連
続
で
佳
作
（
県
内
三
位
）

を
受
賞
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
ひ
と
つ
順
位
を
上
げ
た
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
は
、
日
頃
か
ら
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
「
広
報

に
孫
が
載
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
よ
」

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
い
つ
も

楽
し
み
に
し
て
る
よ
」
と
、
広

報
紙
の
発
行
後
に
は
う
れ
し
い

お
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
の
皆
さ
ま
の
輝

く
姿
や
笑
顔
を
お
届
け
し
、
よ

り
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
広
報
く
に
み
を
目
指

し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

親
し
み
や
す
い
広
報
へ
―
―

▲皆さんの笑顔や美しい町の風景など、手に取っていただけるような紙面を目指しています

福
島
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
紙
部
門
で
三
年
連
続
の
受
賞

入
選

「
広
報
く
に
み
」が

▲広報紙（町村の部）で入選した「広報くにみ 1月号」
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